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'85JAF全日本ラリー選手権一一レポートfromナヒ、ゲーターズシート

スタジオニペ堂々 テどコーイ第41i2低第51i5位、第6野2・3位
CMSC，努ランサ一、第41i5・8・10位、第BIi・9位
スタリオンyポテンシャルを実証

第3戦“関西ラリ-'85"
ヤサイドを大きくへこませて.Ltまってい

。
た

初めてのスタリオンもなんとか感じ

約T力月半のひと休みも、スタリオ をつかみ、気合いを入れて再スタート。

ンラリー車発表会準備やらであっとい 前は綾部選手。 2ステでは大きく離れ

う聞に過ぎてしまつだ。 あの発表会で ていだガ、3ステに入ってタイムを比

は、久し振りに各受部の方々とお自に べると、lまlま同じ。よし、これならいけ

かかれて楽しい時を過ごせ定。当日、 る!16SS、今井林道を終わり右コ

ラリー出場のために早<帰つだCMS.ナーを3rd全開で行き、続く大きなゆ

C岐皐のメンバー、そしてラリー開催 るいきEコーナーもこのまさ安全開|ところ

のために参加もでき怠かったCI¥.t1SC ガ出口は直角をコーナー11石はガケ下!!

香川の方々、本当にゴメンナサイ。 あっという間にガケとキッス。われわ 車の多くガリタイ戸とのこと "2連 トランスポート区間ガどのくらいある

さてJAF戦第3戦は、日本版ツー れの関西ラリーは終わった。右テンシ 勝かな9"と秘か|こ期待して表彰式を かは、当然事前にはわからないはずで

ルドコルス・ターマッフスペシャルの ョン口ッド折績、 口ワ 戸ーム破損、 待つ。大西 ・藤田・亀田らのランサー あるが、関西ラリーを制しだトリオは

珍しいラリー、れ関西ラリ-'85"。話題 1)ヤ口ワ一戸ーム曲り、その他板金紋 勢も無事ゴール。みんな、かなり良い しっかりタイヤ交換を実施。

は二ユーカーのスタリオンとフ工戸レ 力所、という結末。しかし、スタリオ

アィZ、そして昨年までの地元スペシ ンは速い/

ヤリスト・コーチン、ハットトリック 結果は驚異のコーチン4連勝/総本

を達成し、 4連覇成るか0であった。 選手連続31立入賞、そして健闘の大庭

第1ステージはスポーツトピ戸大和

でのダートトライ戸jレ2本。昨年はわ

れわれ羽豆チームガ什立となっている。

でも羽豆選手ガスタリオンに乗るのは

天理市のスタート地点ガ初めてだ。さ

て、今年はどうなるのやら 。しかし走

り出してしまえばそんなゆ配も振り切

り、 AOVANスタリオンを手足のよう

に操って('7)男事21立のタイム。この

ラリーにわれらがCMSC勢は、福島の

藤田選手、そしてここまでのJAF戦

スタリオンガ6位。藤田選手と大西選

手は修理代の請求書ガ自に浮か13¥1'7

羽豆スタリオン2位
CMSC福島・藤田ランサー5位
第4戦“ACKスプリングラリ-'85"

いよいよ本裕シーズンインの第4戦

は九州を舞台|こ、 "ACKスプリング

ラリ-'85"。過去3年、 2f立2回、優勝

1固と、われわれにはツキのあるラリ

ーである。 CMSC勢は藤田大西商

ポジションにつけていそうである。 ターマックに自信をもっコーチンガ

結果。期待は見事に裏切られ、群馬 快走している。期待の15インチのNew

スペシャリストの石田(正〉選手ガ優勝、 タイヤも、ターマックガ多くては勝負

羽豆スタリオン1d:2位。藤田・亀田 ・ にならず、 Tステを終わって15位あ疋

大西のランサ トリオはそれぞれ5・

8・10位に入賞。久々に10位中4台ガ

三菱車という素晴しい成績である。

大庭スタリオン5位
第5戦“ツールド四国'85"

リタイ戸 .2位・リタイ戸・ 2f立と

いうのが4戦までの結果。このパター

ンでいくと次はリタイ戸?などとは少

しも考えず、四国こそは /との思いで

松山入り。第5戦uツールド四国'85"。

りに低迷。 ジャンケンに勝ってHF

Dを選んだ大庭選手ガスタ トから好

走、ぎずまずのポジション。美川スキ

場でサービスを受け、 HF-04本を

積みこんでスタート。 したのもつか

の問、 T本自のSSゴールひとつ手前

のコナで、調予に乗ってインを攻

めたところに大岩 11 あっけなくリタ

イ戸。 昨年といい、この美川スキ 場

から先には進めないようである。

これで、予定のパターン(!'7)。結果

ポイントリ夕、青森の大西選手ガ、 選手に加え、栃木からあの亀田選手も スタ ト地点、まわりに何もない伊 はまさに関西ラリパ トEで、ゴ

いずれもランサ を駆って出場。ギャ ランサ勢に加わる。それに、突貫工 予厚生年金会館でおとなしくスタート チン・ 誠・ 前島選手ガそれぞれ1・2・

ラリ は早くも藤田選手の迫力ある走 事で修理なつだ日下部コルディ戸4W を待つ。今年のJAF戦、ラリ一戸 3位。大庭選手はタイヤパ ストがあ

りにどぎもを抜かれだようで、工手か Dと、三菱車ガ多くl山強い。 トからは須賀さんが毎回取材に来てい ったにもかかわらず、地元京井選手に

らころげ落ちる人ぎで出る始末であっ 好天の成島高原に勢揃いしたラリ る。取材のサボ トは、CMSC香川l ついで5位。伸弥ガ不調のときは大庭

だ。今年はタイヤサービスの回獄も増 車の姿、実にまぶしいo 1ステは、ハ の田中さん。 名物の讃岐うどんととも 選手ガ頑張るというパタ ンができあ

え、 いつもと違いCP力 ドを持って イ7フべ区間と口戸べ区間の組み合わ に、5時間の道のりを駆けつけてくれ がりつつある。前回好調のランサ ト

のスタ ト。なんとなく海外ラリの せのオソドックスなラ1) 。タ ト た。うどんをごちそうさま、とっても リオも今回はふるわず、藤田 ・大西商

気分である。 周のサス設定を急ぐため、3台のAO おいしかったですよ。 選手はパ スト・リタイ戸、亀田選手

さて本番の第2ステージ。 伊賀上野 VANスタリオンは各車異なる仕横と 今年のツールド四国は、 例年と異な ガ17位にとどぎつた。

のサービス工リ戸をスタートして、 S なっている。羽豆車のサスは好みに合

S3はキャンセル、 SS4手前で時間 っていないようで、 どうも調子に乗り

調整。コルディ:P4WOで2戦連続3 切れないままサービスポイントヘ戻る。

位に入賞し気を良くしている松本選手、 第2ステージId:SSのみ。早速サス

今回からは86。スペ戸力 をつぶし('7) 交換をして準備に入る。例年、SSス

十分に練習を積んで今回こそは3位以 テージで挽回して上位に入賞している

上の入賞を、と狙っている。われわれ ので、これからが勝負。ゼッケンオの

は練習無し、車も初めて。これでは 0 ため後続車のタイムガわからず、ぺー

と思いつつも頑張るゾ/とスタ ト。 スの見当ガつかないがかなりのペース

101J所のSSを終え、 再びサービス工 で2ステを終了。ゴールするドライバー

り関西ラリー万式の、再スタートハイ さて次回は再び九州にて、ツールド

戸ぺとトランスポ ト区間と継いだ、 九州。パタ ンどおりなら2位だが、

要Id:SSばかりの、それにターマック 小生はランサーでマレーシ戸ラリーに

区間が半量買を占めるラリーで、まるで 遠征のだめの不参加となっ芝。あのケ

関西ラリーパートE。 ンジ口一選手と沼外遠征、合わせてコ

SS1をスタートすると半ばでコ ルデイ戸4WOが伸弥/小田切組で出

ス脇に伸弥スタリオンガ止まっている。 場。ランサーとコルデイ戸の2力一工

早くもリタイ戸。今年の伸弥はいった ントリ 、uチーム -ラリ一戸ート"の

いどうしだのかφ Tステの後半はタ 海外遠征に乞うご期待|

ーマッフ区間となるだめ、 トランスポ

リヌフヘ戻る。日下部コルアィ戸ガ石リ たちから情報を集める。オステの上位 ート区間でのタイヤ受換ガ勝負となる。 (CMSC本部田口雅生)
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